








8月 22日(火) 夜、関空発 
8月 23日(水) UAE(ドバイ)・南アフリカ(ヨハネスブルク)経由 夜、ザンビア(ルサカ)着 
8月 2４日(木) Immigration HQ Office、Mt. Makulu Research Station  
8月 2５日(金) Survey Department、Meteorological Department 
8月 2６日(土)～29日(火) 南部土地利用･被覆解析のための現地踏査 
（Sinazeze/Sinazongwe/LivingStone/Gwembe） 
8月 30日(水) 南部土地利用･被覆解析のための現地踏査(Lusitu/Siavonga) 
8月 31日(木) Survey Department、Central Statistical Office、Water Affairs Department 
9月 1日(金) University of Zambia、Central Statistical Office 
9月 2日(土) 午後、ザンビア出国 
 
3. 関係機関との打ち合わせ等 











Mt. Makulu Research Station 








入にあたっては、Mt. Makulu Research Station が仲介を申し出てくれた。 
さらに、訪問時点では確定していなかったSurvey Departmentからの航空写真購入(後日、同所から便宜を
得られることを確認)についても、同様、仲介いただけることが確認できた。 
3-2. Survey Department 
昨年面会したSurvey Generalとの面会予定であったが、留守だったため、Assistant Survey Genaralであ
るMr. Raynold Moyo と昨年も面会したChief of Cartgrapher のMr Mooka と、プロジェクト全体とテーマ
４の概要を説明し、打ち合わせを行った。おおよその理解を得ることができ、プロジェクト実施にあたって、












3-3. Meteorological Department 
事前にMt. Makulu Research Station での打ち合わせで、同所からデータを購入する場合の協力について
は得ていたので、表敬訪問といった位置づけで訪問した。Mr.Joseph Kanyangaと面会し、準備したプロジ
ェクト資料およびテーマ４概要について簡単に説明した。Kanyanga 氏は、テレビの天気予報(当日夜放映)
の収録に忙しいらしく、話しもそこそこに同所Director のMr. Maurice R. Muchindaのオフィスに連れて
いかれた。そこで、再度プロジェクトとテーマ４概要について説明したところ、Water Affairs Department
で過去に実施された｢Water Resources Master Plan 1994｣が全国のさまざまな気象データを使っていると
紹介された。また、Water Affairs DepartmentのDirector を訪ねれば話しをしてくれるだろうという情報
を得た。 
 
3-4. Central Statistical Office 






3-5. Water Affairs Department  
Meteorological Departmentの Director Mr. Maurice R. Muchindaに紹介されて、Muｌungusｈi House
にある Water Affairs Department を訪問し、｢Water Resources Master Plan 1994｣について、Senior 
Hydrogeologist のMr. Simon Kangombaに話しを聞いた。同プロジェクトは、JICAのプロジェクトとし
て実施され、八千代エンジニアリング１９９５OCT ファイナルレポート「The study on The National 







辺 Sinazongwe 地区～Choma～Livingstone～Gwenbe 地区、および Lusaka～Lusitu～カリバダム・
Siavonga）における土地利用/土地被覆の視察を、GPSおよびLandsat衛星画像を基にして行った。 
図-1は、GPSを用いて取得した踏査軌跡と衛星画像/空中写真/既存地形図等の幾何学的補正のため地上基準






LANDSAT7号に搭載されたETM+ (Enhanced Thematic Mapper Plus)は、可視光域から短波長赤外域、
および熱赤外域を８つの波長帯（バンド）に分けて、地表面の放射輝度を観測する光学センサーある。ETM
センサーの持つ 8 つの波長帯は、バンド 1: 0.45~0.52μm(青)、バンド 2:0.53~0.61μm（緑）、バンド 3: 
0.63~0.69μm（赤）、バンド 4: 0.75~0.90μm(近赤外)、バンド 5: 1.55~1.75μm(中間赤外)、バンド 6: 
10.~0.90μm(熱赤外)、バンド7: 2.09~2.35μm(中間赤外)、バンド8: 0.5 2~0.90μm(緑から近赤外)で構成され
ており、地上分解能（解像度）は、バンド１～５,7の30m、バンド6は60m、バンド8が15m である。図











路との交差点でGCP（Kafue Railway）を取得する。Kafue には、大きな工場（INFRASET ZAMBIA LTD.）











牧草地がみられる。コーヒー園の先には柵で囲われた牧草地（DALIS PANCH の看板あり）が広がる。 
さらに数キロ先から、道路の両側に、密度の低い低木疎林が広がり、DIMBA FARM の看板があちこちに見
られる。約20数km に渡り、道路との境界には柵で囲われたブッシュの光景が続く。 






図-1_B. Kafue 川とMAZABUKA周辺（画像の縦の長さが約64km, 2002/2/22撮影） 
 












 図-1_E. Sinazongwe 地区とカリバ湖（画像の縦の長さが約64km, 2001/12/20 撮影） 
 




























図-1_F. Livingstone とザンベジ川 （画像の縦の長さが約64km, 2001/3/30撮影） 
 
Gwembe (図-1 のD領域) 
D 領域： 
Gwenbe の街は、Lusaka-Livingstone を結ぶメインロード沿いにあるChiselesiから東へ入り15,6km のと
ころにある。街の中心すぐ手前に、DUNAVANT という大きなCotton 集積場がある（GCP: DUNAVANT）。
街の規模は大きいとは言えないが、集積場の近くは平原で、村も広範囲にわたって点在している。綿花を換
金作物として育てていると思われる。 




は進めず、Gwenbe からのルートによるカリバ湖へのアクセスは、不可能となった（GCP: END）。 
 
























図-1_C. Siavonga地区 （画像の縦の長さが約64km, 左:2002/2/22, 右:2002/4/20撮影） 
 
 
